
新庁舎建設に伴う各部署の移転のお知らせ新庁舎建設に伴う各部署の移転のお知らせ

　新庁舎建設に伴う、12月～１月に予定している各
部署の移転スケジュールをお知らせします。
　移転の前後で窓口の場所が変わる部署がありますの
で、手続きなどで来庁される際はご注意ください。ご
迷惑をお掛けしますが、引き続きご理解・ご協力をお
願いします。

移転日 課名 移転先 郵便・電話番号
12 月 11日㈪ 高齢介護課・障がい福祉課

市役所２階（常盤町１の１） ※郵便物送付先
の住所（常盤町
１の１）および
代表電話番号
〔 ☎（25）1000〕
は移転後も変更
ありません。

12月 18日㈪ 都市魅力課（広聴・情報公開係）・保険年金課

１月９日㈫
市民窓口課 市役所１階（常盤町１の１）
環境衛生課 市役所４階（常盤町１の１）

１月 22日㈪ 市議会・議会事務局 市消防庁舎（甲田一丁目７の１）

１月 29日㈪ 都市魅力課（広報係・シティセールス係）・
契約検査課 市役所５階（常盤町１の１）

（12月～１月）（12月～１月） 問総務課（内線 341）問総務課（内線 341）

「市立多文化共生・人権プラザ」愛称の投票を受付
～皆さんの投票をお待ちしています～

令和６年４月オープン予定の「市立多文化共生・人権プラ
ザ」の愛称について、一般公募の中から候補案を選びました
ので、一般投票を実施します。
投票期間　12月12日㈫～22日㈮
投票資格　どなたでも投票可　※１人１票のみ。
投票方法　次の①②のいずれかの方法で投票
①右図または市ウェブサイト（人権文化センターの
ページ）から投票、②市役所１階都市魅力課（12月
18日㈪～、市役所２階）、人権文化センター、金剛連絡所、
すばるホール４階人権・市民協働課、T

ト ピ ッ ク

opic（きらめき創造
館）、中央・金剛・東公民館、中央・金剛図書館に設置の投
票箱へ投函
結果発表　令和６年１月に市ウェブサイトなどで発表
問人権文化センター〔☎（24)0583〕

イメージ図イメージ図

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
情
報
を

い
ち
早
く
お
届
け
す
る
た
め
、
富

田
林
市
L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　

主
に
、
ト
ー
ク
画
面
の
下
部
に

あ
り
、
ワ
ン
タ
ッ
プ
で
知
り
た
い

情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
リ
ッ

チ
メ
ニ
ュ
ー
」
の
デ
ザ
イ
ン
と
内

容
を
よ
り
使
い
や
す
い
よ
う
に
変

更
し
ま
す
。
ま
た
、
自
分
が
受
け

取
り
た
い
情
報
の
種
類
を
選
択
で

き
る
「
受
信
設
定
機
能
」
を
追
加

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
右
図

か
ら
友
だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
す
で
に
友
だ
ち
登
録
を
し
て
い

る
人
は
、
受
信
設
定
を
行
う
こ
と

で
、
自
分
に
合
っ
た
情
報
が
届
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
広

報
と
ん
だ
ば
や
し
１
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
都
市
魅
力
課
（
内
線
３
２
５
）

市
L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

市消防庁舎へ
仮移転

令和５年 令和６年

12 月 1月 ２月

市役所内の移転
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新型コロナワクチン接種について 11月13日時点の情報です

問市新型コロナワクチン接種コールセンター〔☎0120(884)056〕
（土・日曜日、祝日、年末年始を除く、午前９時～午後５時30分）

市ウェブサイト

LINE 友だち登録■令和５年秋開始接種を実施しています■令和５年秋開始接種を実施しています
※初回接種（1、2回目接種）も引き続き実施しています。
※国の方針により、変更する場合がありますので、最新の情報や詳細は市ウェブ
サイト・市 LINE 公式アカウントからご確認ください。

接種期間・回数
接種対象者
使用するワクチン
実施医療機関

接種券

令和５年９月20日から令和６年３月31日㈰の間に１回
初回接種を終了した生後６カ月以上の人
オミクロン株 XBB.1.5対応１価ワクチン
市ウェブサイトをご確認いただくか市コールセンターへお問
い合わせください。
接種券の発送は11月28日で全て完了しています。接種券
をお持ちでない人は、新型コロナワクチン接種券発行申請
フォームからお申し込みください。使用していない接種券を
お持ちの人は、お持ちの接種券を使用してください。

令和５年度も接種費用
は引き続き無料です

接種券発行申請フォーム

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

B
e
‐
i
n　

ひ
ろ
っ
ぱ
分
科
会

①
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
で

自
分
ら
し
さ
再
発
見
！　

女

性
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

女
性
の
生
き
方
、
役
割
が
多
様

化
し
て
い
る
今
、プ
レ
イ
バ
ッ
ク
シ

ア
タ
ー（
即
興
劇
）で
自
分
ら
し
さ

を
見
つ
め
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

12
月
９
日
㈯
、
午
前
10
時

〜
正
午

と
こ
ろ　

す
ば
る
ホ
ー
ル

定
員

20
人

参
加
費　

無
料

講
師　

渡
邊
美
佐
子
さ
ん
（
ア
ー

ト
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
研
究
所
）

申
し
込
み

12
月
６
日
㈬
ま
で
に
、

左
下
図
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま

た
は
メ
ー
ル
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、

劇
団
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
え

え
や
ん
〔

pt.eeyan2014@
g

m
ail.com

〕
へ
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
抽
選
、
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
先
着
順
）

②
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
っ
て
何
？

日
常
の
生
活
か
ら
考
え
よ
う

　

な
ぜ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
こ
り
、

ど
う
す
れ
ば
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な

い
社
会
が
つ
く
れ
る
の
か
を
共
に

考
え
ま
せ
ん
か
。

と
き

12
月
９
日
㈯
、
午
前
10
時

〜
正
午　

と
こ
ろ　

す
ば
る
ホ
ー
ル

定
員

20
人

参
加
費　

無
料

講
師　

渡
辺
和
恵
さ
ん（
弁
護
士
）

申
し
込
み

12
月
６
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
、講
座
名
、

氏
名
、
住
所
を
記
入
し
、
富
田
林

の
女
性
問
題
を
考
え
る
会
〔
☎

０
９
０（
１
９
５
６
）９
４
４
８
・

℻  
（35）
０
１
８
５
〕
へ
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
抽
選
、
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
当
日
先
着
順
）　

南河内環境事業組合ダイオキシン類測定結果  
～全て基準値を下回っています～
　南河内環境事業組合第１清掃工場（ごみ焼却場）から排出
されるガスや周辺地域の大気、土壌などに含まれているダイ
オキシン類濃度について、８月３日に地元住民立ち会いの下
測定しました。
　同清掃工場の排出ガス１㎥中のダイオキシン類濃度の測定
結果は、0.24ng（ナノグラム）（１ngは、10億分の１g）で、
国の排出基準値の１ngを下回っています。
　次に、周辺大気１㎥中のダイオキシン類濃度の測定結果
は、同清掃工場より東方向250ｍの農業公園サバーファーム
で0.0066pg（ピコグラム）（１pg は、１兆分の１g）、同じ
く北北東方向1.7kmの中山町公民館では0.0072pg で、大
気環境基準値の0.6pg を下回っています。また、周辺土壌１
g中のダイオキシン類濃度の測定結果は、同清掃工場より北
方向0.7km地点で、1.4pg となっており、土壌環境基準値の
1000pg と比較するとかなり低い数値となっています。
問南河内環境事業組合〔☎（33）6584〕
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歳末警戒を実施

　

現
在
、大
阪
府
下
に
お
い
て
、高

齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
の
被
害

が
過
去
最
悪
の
ペ
ー
ス
で
拡
大
し

て
お
り
、
富
田
林
市
内
に
お
い
て

も
昨
年
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま

す
。
年
末
年
始
は
、
還
付
金
詐
欺

な
ど
の
特
殊
詐
欺
に
加
え
、
空
き

巣
や
忍
び
込
み
な
ど
の
侵
入
犯
罪

や
車
上
狙
い
な
ど
の
自
動
車
関
連

犯
罪
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
還
付
金
詐
欺
の
犯
人
は

①
役
所
な
ど
の
自
治
体
の
職
員
に

な
り
す
ま
し
て
信
用
さ
せ
る

②
医
療
費
、
保
険
料
、
税
金
な
ど

の
過
払
い
が
あ
り
「
お
金
が
戻
る
」

と
言
う

③
お
金
を
受
け
取
る
た
め
に
「
Ａ

Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
が
必
要
」
と
言
う

④「
今
な
ら
間
に
合
う
」と
言
っ
て
、

急
い
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
向
か
わ
せ
る

⑤「
手
続
き
の
方
法
を
説
明
す
る
」

と
言
っ
て
、
実
際
は
振
り
込
み
操

作
の
説
明
を
す
る

・
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

①
留
守
番
電
話
や
着
信
拒
否
設
定
、

通
話
録
音
機
能
を
持
っ
た
防
犯
機

能
付
き
電
話
を
活
用
す
る

②「
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
お
金
が
返
っ
て
く

る
」と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
と
考
え
る

③
相
手
か
ら
お
金
の
話
が
出
れ
ば
、

い
っ
た
ん
電
話
を
切
っ
て
家
族
や

警
察
に
相
談
す
る

●
自
動
車
盗
、
車
上
狙
い
な
ど
の

被
害
防
止

・
自
動
車
を
駐
車
す
る
と
き
は
、エ

ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、ド
ア
ロ
ッ
ク

を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
防
犯
装

置
を
付
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
内
に
現
金
や
貴
重
品
な
ど
を

置
い
た
ま
ま
車
か
ら
離
れ
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

・
見
通
し
が
良
く
、
照
明
、
防
犯

カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
た
駐
車
場
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
侵
入
犯
罪
の
被
害
防
止

・
玄
関
や
窓
は
、防
犯
性
能
が
高
い

施
錠
器
具
に
取
り
替
え
た
り
、
補

助
錠
を
取
り
付
け
た
り
し
ま
し
ょ

う
（
ワ
ン
ド
ア
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）。

・
家
の
周
り
は
夜
間
で
も
明
る
く
、

見
通
し
の
良
い
環
境
に
し
、
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
や
警
報
装
置
な
ど
の

防
犯
器
具
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
や
女
性
に
対
す
る
犯
罪

の
被
害
防
止

・
一
人
で
遊
ん
だ
り
、
知
ら
な
い

人
に
つ
い
て
い
っ
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
の
一
人
歩
き
は
特
に
気
を
付

け
、明
る
く
人
通
り
の
多
い
道
を
選

び
、防
犯
ブ
ザ
ー
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
歩
き
な
が
ら
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
携
帯
電
話
の
操
作
は
不
審
者

に
狙
わ
れ
や
す
く
、
危
険
で
す
。

問
富
田
林
警
察
署〔
☎
（25）
１
２
３
４
〕

歳
末
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
き

12
月
９
日
㈯
、
午
前
10
時

〜
正
午　

と
こ
ろ　

エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
1
階

ア
ト
リ
ウ
ム
広
場

問
富
田
林
警
察
署〔
☎
（25）
１
２
３
４
〕

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
そ
の
機
能

性
や
経
済
性
か
ら
、
私
た
ち
の
生

活
に
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
道
路
な
ど
に

ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

が
河
川
か
ら
海
へ
流
れ
込
む
こ
と

に
よ
り
、
海
洋
汚
染
の
原
因
の
一

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
ポ
イ
捨
て
は

や
め
ま
し
ょ
う

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、「
と
ん
だ
ば
や
し
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」
を

行
い
、「
お
お
さ
か
マ
イ
ボ
ト
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
に
加
入
す
る
な

ど
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
マ
イ
バ
ッ
ク
や
マ
イ

ボ
ト
ル
を
持
ち
歩
き
、
使
い
捨
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
利
用
を
控

え
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実

践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
衛
生
課
（
内
線
１
３
９
、

１
７
１
）

物品の買い入れ、管理等業務の入札参加資格審
査申請を追加受け付け

　本市では、令和６年度の物品の買い入れ、修理および
売り払いと管理等業務の入札参加資格審査申請を追加受
け付けします。
※上下水道事業の入札参加を希望される場合も、契約検
査課で受け付けます。
提出要領の配布　12月１日㈮～（土・日曜日、年末年始、
祝日を除く午前９時～午後５時30分）、契約検査課で配布
※市ウェブサイト（契約検査課のページ）からダウンロー
ドもできます。
提出方法　令和６年１月９日㈫～１月15日㈪（消印有
効）に、提出要領に基づき作成した書類を郵送（一般書留・
簡易書留郵便）、または宅配便で契約検査課へ（持参不可）
資格有効期間　令和６年４月１日㈪～令和７年３月31
日㈪の１年間
問契約検査課（内線478、479）
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　　　　　　　　　　　　とき
施設名など

26
㈫

27
㈬

28
㈭

29
㈮

30
㈯

31
㈰

１
㈷

２
㈫

３
㈬

４
㈭

５
㈮

６
㈯

市役所・金剛連絡所・市送配水管
理センター 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 ー

市役所日曜窓口 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

休日急病診療　※１ ー ー ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ー

保健センター 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 ー

水道お客様センター 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇

市民総合体育館 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー 〇 〇

総合スポーツ公園 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー 〇 〇

図書館（中央・金剛）　※２ 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇

公民館（中央・金剛・東・喜志分館） 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇

人権文化センター・児童館 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇

T
ト ピ ッ ク

opic（きらめき創造館） 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇

すばるホール　※３ 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇

レインボーホール（市民会館）　※４ 〇 ー 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇

市民公益活動支援センター 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 ー

総合福祉会館（社会福祉協議会）　※５ 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇

かがりの郷　※５ 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇

けあぱる　※６ 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇

農業公園サバーファーム 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇

にこにこ市場　※７ 〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー 〇 〇

旧杉山家住宅・旧田中家住宅・じ
ないまち交流館 ○ 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇

富田林斎場 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー ー 〇 〇 〇 〇

富田林霊園管理事務所　※８ 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇

自転車等保管所（撤去自転車など） 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇

きらめきファクトリー 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇

年末年始の
業務案内

※市役所の業務は、
年末が12月28日㈭まで、
年始は１月４日㈭からです。

※１　内科・歯科は休日診療所、小児
科（中学生まで）は済生会富田林病院
で診察しています。受付時間などは、
23ページをご覧ください。
※２　12月28日㈭～令和６年１月４
日㈭は、エコール・ロゼの返却ポスト
は利用できません。
※３　市役所分庁舎（すばるホール）を
含みます。12月28日㈭、令和６年１月
４日㈭は、午後５時30分で閉館します。
※４　12月28日㈭は、浴場の利用は
できません。
※５　12月28日㈭～令和６年１月４
日㈭は、浴場の利用はできません。
※６　12月29日㈮、30日㈯は介護老
人保健施設の受け付けのみ営業してい
ます。
※７　12月30日㈯は午後の営業はあ
りません。
※８　12月29日㈮～令和６年１月３
日㈬も終日墓参りはできます。

〇印は業務日

市
役
所
駐
車
場
の

ご
利
用
に
つ
い
て

　

新
庁
舎
建
設
に
伴
う
工
事
規
制

な
ど
に
よ
り
、
令
和
６
年
３
月
末

ま
で
市
役
所
の
駐
車
場
台
数
が
従

来
よ
り
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
市
役
所
に
お
越
し
の

際
に
は
、
で
き
る
限
り
電
車
・
バ

ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、別
館
の
解
体
工
事
中（
令

和
６
年
３
月
末
完
了
予
定
）
に
つ

き
、
第
２
駐
車
場
を
ご
利
用
の
際

は
下
図
の
矢
印
の
方
向
（
富
田
林

小
学
校
側
）
に
歩
い
て
い
た
だ
き
、

地
下
南
側
入
口
か
ら
市
役
所
へ
お

入
り
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
（
内
線
３
３
１
）

「COOL　CHOICE（賢い選択）」
の実践を

　環境省では、毎年12月を「地球温暖化
防止月間」と定め全国で地球温暖化防止
に関する普及啓発活動を集中的に実施し
ています。地球温暖化を防止するため、
私たちにできる「ＣＯＯＬ　ＣＨＯＩＣＥ
（賢い選択）」を実践しましょう。
　「ＣＯＯＬ　ＣＨＯＩＣＥ（賢い選択）」は、
温室効果ガスの削減だけではなく、節電
対策にもつながります。本市においても、
ウォームビズの推奨や各公共施設におけ
る暖房温度の適正管理、不要な照明の削
減・消灯の徹底、エレベーターの使用制限
などに取り組んでいます。本市施設をご利
用の際は、ご理解とご協力をお願いします。
問環境衛生課（内線139）
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年末年始のごみ・し尿収集日
問環境衛生課（内線 144～ 146）

年末年始のごみ収集日 ※下表にない収集地域は通常の日程で収集します。
※下表中の空欄になっているゴミの収集については通常の日程で収集します。

燃えるごみ
令和６年１月４日㈭より通常の日程で収集します。　※１月１日㈷～３日㈬は休み。
◎月・木曜日の収集地域は、年末は12月28日㈭まで、年始は６年１月４日㈭から
◎火・金曜日の収集地域は、年末は12月29日㈮まで、年始は６年１月５日㈮から
◎水・土曜日の収集地域は、年末は12月30日㈯まで、年始は６年１月６日㈯から

粗大ごみ 令和６年１月４日㈭より通常の日程で収集しますが、１日㈷～３日㈬の収集地
域は、下表の日程に変更して収集します。

資
源
ご
み

カン・ビン、ペットボトル、プラスチック製容器包装、
牛乳パックなど

令和６年１月４日㈭より通常の日程で収集しますが、１日㈷～３日㈬の収集地
域は、下表の日程に変更して収集します。
※収集日程の変更により、次の週も同じ資源ごみの収集がある場合があります。

収集地域 粗大ごみ カン・ビン・ペットボトル・
牛乳パックなど プラスチック製容器包装

金剛錦織台、金剛伏山台、寺池台二～四丁目 　1/ １㈷→ 12/30 ㈯
新堂（PL のみ） 　1/ ２㈫→ 12/29 ㈮
若松町一丁目 　1/ ３㈬→ 12/29 ㈮
粟ケ池町、川面町、喜志町一～四丁目、木戸山町、西条町、
桜井町、通法寺町 　1/ ３㈬→ 12/29 ㈮ 　1/ ２㈫→ 12/30 ㈯

旭ケ丘町、梅の里、喜志（大字）、喜志新家町、喜志町五丁目、
平町、南旭ケ丘町、宮町 　1/ ３㈬→ 12/30 ㈯

中野町西 　1/ ３㈬→ 12/30 ㈯ 　1/ ２㈫→１/９㈫
甲田、桜ケ丘町、新家一丁目、宮甲田町 　1/ ３㈬→ 12/30 ㈯ 　1/ ２㈫→１/９㈫
錦ケ丘町 　1/ ３㈬→ 12/30 ㈯ 　1/ ２㈫→１/８㈷
嬉、彼方、寿町、昭和町、伏見堂、不動ケ丘町、富美ケ丘町、
横山、若松町西 　1/ １㈷→１/８㈷

川向町、西板持町、東板持町 　1/ ２㈫→１/９㈫ 　1/ ３㈬→ 12/29 ㈮
清水町、新家二丁目、常盤町 　1/ ２㈫→１/９㈫
甘南備、久野喜台、佐備、寺池台一丁目、楠風台、山手町、龍泉 　1/ ３㈬→１/10㈬
向陽台一～三丁目、藤沢台、美山台 　1/ １㈷→１/８㈷
小金台、高辺台三丁目（30～ 66棟）（UR以外）、津々山台 　1/ １㈷→ 12/30 ㈯
谷川町、富田林町、中野町、中野（大字）、本町、若松町
二～五丁目 　1/ ２㈫→１/９㈫

高辺台一・二丁目、高辺台三丁目（１～29棟） 　1/ ３㈬→１/10㈬

ごみは 12月 31日㈰まで通常どおり収集

年末年始のし尿収集日 ※毎月の収集日は、市ウェブサイト（環境衛生課のページ）に掲載しています。
※収集日は、多少前後する場合がありますのでご了承ください。

し尿収集地域 し尿収集日 し尿収集地域 し尿収集日

ア
・
カ
行

青葉丘、加太、喜志町五丁目、五軒家 12/28 ㈭、１/12㈮

ナ
・
ハ
行

中佐備、楠風台、東板持町 12/21 ㈭、１/９㈫
旭ケ丘町 12/22 ㈮、１/６㈯ 中野町 12/21 ㈭、１/５㈮
嬉（桜ケ丘）、彼方 12/25 ㈪、１/11㈭ 中野町西 12/25 ㈪、１/10㈬
嬉（桜ケ丘除く） 12/22 ㈮、１/10㈬ 西板持町（柏木住宅） 12/21 ㈭、１/６㈯
上佐備、甘南備 12/21 ㈭、１/９㈫ 西板持町（柏木住宅除く） 12/19㈫、20㈬、１/５㈮、６㈯
川面町、喜志町一～四丁目、
北大伴町、木戸山町

12/18 ㈪、１/４㈭ 錦ケ丘町、富美ケ丘町 12/30 ㈯、１/17㈬
錦織（大字）、錦織南、伏山（聖ケ丘含む）12/27 ㈬、１/13㈯

川向町 12/19 ㈫、１/５㈮ 錦織北 12/26 ㈫、１/９㈫
喜志新家町 12/23 ㈯、１/10㈬ 錦織中・東（笹原町除く）、伏見堂（青山台） 12/26 ㈫、１/12㈮
甲田（北甲田含む） 12/26 ㈫、１/９㈫ 錦織東（笹原町）、伏見堂（青山台除く） 12/22 ㈮、１/10㈬
寿町一丁目 12/21 ㈭、１/５㈮ 平町 12/27 ㈬、１/11㈭

寿町二～四丁目 12/25 ㈪、30 ㈯、 １/10 ㈬、
17㈬

別井 12/18 ㈪、１/４㈭
本町 12/27 ㈬、１/12㈮

サ
・
タ
行

西条町、桜井町、通法寺町 12/18 ㈪、１/４㈭

マ
・
ヤ
・
ラ
・
ワ
行

南大伴町 12/20 ㈬、１/６㈯
桜ケ丘町 12/22㈮、23㈯、１/８㈷、９㈫ 宮甲田町 12/27 ㈬、１/12㈮
下佐備、廿山 12/21 ㈭、１/９㈫ 宮町 12/29 ㈮、30 ㈯、 １/15 ㈪、

17㈬昭和町 12/29 ㈮、１/15㈪
新家 12/27 ㈬、１/12㈮ 山中田町 12/19 ㈫、１/5㈮
須賀（大字含む） 12/27 ㈬、１/13㈯ 横山 12/25 ㈪、１/11㈭
谷川町 12/20 ㈬、１/５㈮ 龍泉 12/21 ㈭、１/９㈫

常盤町（国道筋） 12/21 ㈭、22㈮、23㈯、
１/６㈯、８㈷、９㈫ 若松町 12/18 ㈪、20 ㈬、 １/ ４ ㈭、

５㈮
常盤町（国道筋除く） 12/18 ㈪、１/４㈭ 若松町西 12/25 ㈪、１/10㈬

富田林町 12/21 ㈭、29 ㈮、１/ ６ ㈯、
15㈪

藤野ミゼット車収集地区 12/19 ㈫、１/5㈮
阪南ミゼット車収集地区 12/28 ㈭、１/12㈮
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　10月11日、富田林ラ
イオンズクラブの青色防
犯パトロールカー出発式
が実施されました。
　今後は、地域の防犯活
動にご協力いただきま
す。

　11月８日、幼少期を富田
林寺内町で過ごし、現在
はハワイに移住されている
クニコ・イシダさんとその
ご家族が、76年ぶりに生
家を訪れました。当時と変
わらぬ富田林の風景を懐
かしんでおられ、𠮷村市長
とも話を交わされました。

　10月10日、大阪南
消防組合規約協議書調
印式が実施されました。
　より強固な消防・救
急体制を確立するため
に、令和６年４月から
の消防広域化をめざし
ています。　

日程 時間 内容

令和６年１月 20日㈯
午前10時～正午 講義（本市の防災対策について）
午後１時～４時 実技講習（普通救命講習）

令和６年１月 27日㈯

午前10時～正午 講義（地域防災力向上を目
め

指
ざ

して）
午後１時～２時 実技講習（備蓄倉庫内の資機材取り扱いの実習）

午後２時～４時 講義（避難所運営ゲーム（HUG）について、災害時
における自助共助について）

令和６年２月３日㈯
午前９時 30分～正午 実技講習（防災視点のまち歩き）、講義（防災に必要

なスキルを身につけるファシリテーション講座）午後１時～３時 30分
午後３時 30分～４時 修了式

　

同
講
座
は
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
受
講
い
た
だ
け
ま
す
。

　

地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
設
立

や
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

を
お
考
え
の
場
合
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

全
科
目
を
受
講
し
た
人
に
富
田

林
市
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
修

了
証
を
交
付
し
ま
す
。

と
き
・
内
容　

下
表
の
と
お
り（
全

３
日
）　

と
こ
ろ　

Ｔト

ピ

ッ

ク

ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
（
き
ら
め

き
創
造
館
）

定
員　

10
人
程
度

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

12
月
５
日
㈫
〜
15

日
㈮
に
、
危
機
管
理
室
（
内
線

９
５
０
３
）
へ
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
抽
選
、電
話
申
し
込
み
可
）

※
普
通
救
命
講
習
を
過
去
３
年
以

内
に
受
講
し
た
人
は
、「
実
技
講
習

（
普
通
救
命
救
急
）」
の
受
講
を
免

除
し
ま
す
。
申
し
込
み
時
に
受
講

修
了
証
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

富
田
林
市
防
災
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
参
加
者
募
集

※
実
技
講
習
の
際
は
動
き
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

Ｐｉｃｋ　Ｕｐ！

　10月17日、「第45回全国
少年少女スポーツチャンバ
ラ選手権大会」の各部門で
優勝の成績を収めた、藤陽
中学校１年生の長束 郁澄さ
ん、喜志西小学校４年生の
山下 健心さん、松本 雪鈴
さんが表敬訪問されました。

加太に自主防災会
が誕生

　

新
た
に
、
加
太
に
自
主
防
災
会

が
結
成
さ
れ
、
発
電
機
、
L
E
D

ワ
ー
ク
ラ
イ
ト
な
ど
の
防
災
資
機

材
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
日
頃
の
防
災
活
動
や

地
域
へ
の
防
災
意
識
の
普
及
啓
発

な
ど
、
地
域
防
災
の
柱
と
し
て
活

発
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
市
消
防
本
部
警
備
救
急
課
〔
☎

（23）
１
１
２
５
〕

11

役所　☎ (25)1000・℻  (25)9037

広報とんだばやし2023年12月号



「災害・緊急時の
安心携帯カード」の
ご活用を

　

本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、「
災
害
・
緊
急
時
の

安
心
携
帯
カ
ー
ド
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
同
カ
ー
ド
は
、

ご
自
身
で
持
病
や
か
か
り
つ

け
医
療
機
関
な
ど
の
情
報
を

記
入
し
、
財
布
な
ど
に
入
れ

て
携
帯
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
災
害
時
や

急
病
、
事
故
な
ど
の
緊
急
時

に
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
に
、
救
急
隊
や

発
見
者
が
こ
の
カ
ー
ド
を
参

考
に
、
緊
急
連
絡
先
や
関
係

機
関
へ
速
や
か
に
連
絡
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

同
カ
ー
ド
は
市
役
所
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
金
剛
連
絡
所
な
ど
の
公

共
施
設
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
家
族
や
ご
自
身
の

「
も
し
も
の
と
き
の
備
え
」
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
同
カ
ー
ド
に
は
、
重
要

な
個
人
情
報
を
記
載
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
カ
ー
ド
の
利
用
・
記

入
内
容
は
任
意
で
す
の
で
、
ご
自

身
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
同
カ
ー
ド
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
危
機
管
理
室
の
ペ
ー
ジ
）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
危
機
管
理
室（
内
線
9
５
０
３
）

合
格
祈
願
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
配
布

　

合
格
祈
願
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド

と
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
形
状
は
す

べ
て
「
ま
る
」、
傾
け
て
も
マ
ン

ホ
ー
ル
の
中
に
「
落
ち
な
い
」、
模

様
や
凹お

う

凸と
つ

な
ど
の
滑
り
止
め
が
あ

る
か
ら
「
滑
ら
な
い
」
と
い
う
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
の
特
徴
に
あ
や
か
っ

た
縁
起
の
い
い
お
守
り
で
す
。

　

こ
の
合
格
祈
願
マ
ン
ホ
ー
ル

カ
ー
ド
を
市
内
の
市
立
中
学
校
の

3
年
生
全
員
に
配
布
し
、
頑
張
る

受
験
生
を
応
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
課
に
て
２
０
０

セ
ッ
ト
限
定
で
配
布
し
ま
す
。

配
布
期
間　

12
月
11
日
㈪
〜（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
）

※
な
く
な
り
次
第
終
了
。

配
布
場
所　

下
水
道
課
（
す
ば
る

ホ
ー
ル
２
階
）

配
布
方
法　

下
水
道
課
の
窓
口
に

て
、
手
渡
し
で
配
布

※
１
人
１
枚
の
配
布
で
、
郵
送
で

の
受
付
、
配
布
や
予
約
は
行
い
ま

せ
ん
。

※
受
け
取
り
の
際
に
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

自動通話録音装置を無料貸し出し

　市役所職員をかたり「医療費の還付金
があります」
などと言って、
金銭をだまし
取る還付金詐
欺の被害が続
いています。
　不審な電話があれば、家族や警察に相
談しましょう。
本市では、自動通話録音装置を無料で

貸し出しています。この装置は固定電話に
取り付けることにより、着信前に通話内容
を録音する旨のアナウンスが流れ、自動で
通話内容を録音するもので、特殊詐欺被
害を事前に防止することが期待できます。
　ご利用いただいている世帯へアンケー
ト調査を行ったところ、設置前は不審な
電話がかかってきたことが「ある」と回
答した世帯が69％だったのに対し、設
置後は「ない」と回答した世帯が70％
となり、効果を実感されています。
※申し込み方法など詳しくは、
お問い合わせください。
問危機管理室（内線9503）

問
下
水
道
課
（
内
線
２
６
４
）
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　本市では、ひとり親家庭の自立促進と生活の安定を図
ることを目的に、次の事業において給付金を支給し、ひ
とり親家庭を支援しています。いずれの事業も事前の相
談が必要になります。詳しくは、お問い合わせください。

母子・父子家庭自立支援教育訓練給付金事業

　仕事に必要な資格の取得をめざして講座を受講する
場合、受講料の一部が支給されます。
対象者　市内在住のひとり親家庭の親で、児童扶養手
当の支給を受けている、または同様の所得水準にある人
対象講座　雇用保険制度の教育訓練給付金の指定教育
訓練講座（特定一般教育訓練、専門実践教育訓練にお
いては、専門資格の取得を目的とする講座に限る）
※対象講座について詳しくは、厚生労働大臣
指定教育訓練講座システムをご覧ください。
支給額　対象講座の受講のために支払った費
用（入学料および受講料に限る）の60％を支給
※支給額の上限は20万円です。ただし、支給額が
１万2000円を超えない場合は支給の対象になりませ
ん（対象講座と修学年数に応じて上限が160万円とな
る場合があります）。
※雇用保険制度の教育訓練給付金の受給資格者は、雇
用保険制度から支給される給付金の額を差し引いた額
を支給します。
※受講開始時点での雇用保険制度による同給付金の受
給資格の有無の確認のため、ハローワーク河内長野へ
行く必要があります。

母子・父子家庭高等職業訓練促進給付金等事業

　就業をめざして資格を身に付けるために、養成機関で受
講する場合、生活費の一部として給付金が支給されます。
対象者　市内在住のひとり親家庭の親で、児童扶養手
当の支給を受けている、または同様の所得水準にある人
対象資格　看護師、准看護師、介護福祉士、保育士、理学
療法士、作業療法士、歯科衛生士、美容師、社会福祉士、

製菓衛生師、調理師、シスコシステムズ・LPI認定資格
給付金の種類
①訓練促進給付金　申請月分から、次の金額を支給
◆市・府民税非課税世帯＝月額10万円
◆市・府民税課税世帯＝月額７万500円
※養成課程修了前の最後の12カ月は支給時に月額
４万円増額となります。
②修了支援給付金　各資格の養成課程修了後、次の金
額を支給
◇市・府民税非課税世帯＝５万円
◇市・府民税課税世帯＝２万5000円

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格
支援事業

　就職などをめざして高等学校卒業程度認定試験合格の
ための講座を受講する場合、受講料の一部が支給されます。
対象者　市内在住のひとり親家庭の親または児童で、
申請者が児童扶養手当の支給を受けている、または同
様の所得水準にある人
給付金の種類
①受講開始時給付金　対象講座の受講開始のために支
払った費用（入学料および受講料に限る）の40％を支給
※支給額の上限は10万円です。ただし、支給額が4000
円を超えない場合は支給の対象になりません（通学ま
たは通学および通信制併用の場合は上限20万円）。
②受講修了時給付金　受講後に対象講座の受講のため
に支払った費用（入学料および受講料に限る）の50％に
相当する額から受講開始時給付金額を引いた額を支給
※①②の合計支給額の上限は12万5000円です。ただし、支
給額が4000円を超えない場合は支給の対象になりません
（通学または通学および通信制併用の場合は上限25万円）。
③合格時給付金　合格後に、対象講座の受講のために支
払った費用（入学料および受講料に限る）の10％を支給
※①②③を合わせた支給額の上限は15万円です（通学
または通学および通信制併用の場合は上限30万円）。

ひとり親家庭への支援事業 問こども未来室（内線 204）

ひ
と
り
親
家
庭
の

親
な
ど
の
た
め
の

就
業
支
援
講
習
会

■
パ
ソ
コ
ン
初
級
（
ワ
ー
ド
基

礎
と
エ
ク
セ
ル
３
級
）

と
き　

令
和
６
年
１
月
13
日
〜

３
月
２
日
の
毎
週
土
曜
日
、
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
（
全
８
回
）

と
こ
ろ　

府
立
男
女
共
同
参
画
・

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
ド
ー
ン
セ
ン

タ
ー
）（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前

一
丁
目
３
の
49
）

定
員　

20
人

受
講
料　

８
０
０
０
円

申
し
込
み　

12
月
13
日
㈬（
必
着
）

ま
で
に
、
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
登
録
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

往
復
は
が
き
に
、講
座
名
、住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、職
業
、

電
話
番
号
、
志
望
動
機
、
過
去
に

同
セ
ン
タ
ー
で
受
講
し
た
講
座
、

W
i
ー
F
i
環
境
の
有
無
、
保
育

希
望
者
は
子
ど
も
の
氏
名
・
年
齢

（
対
象
は
２
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
）

を
記
入
し
、〒
５
３
７・０
０
２
５

大
阪
市
東
成
区
中
道一丁
目
３
の
59　

府
立
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

〔
☎
０
６（
６
７
４
８
）０
２
６
３
〕

へ（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

13
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が
ん
患
者
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
お
よ
び

乳
房
補
正
具
購
入
費
を
助
成

　

本
市
で
は
、
が
ん
患
者
の
が
ん

治
療
と
就
労
や
社
会
参
加
の
両
立

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
購
入
に

伴
う
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
お
よ
び

乳
房
補
正
具
の
購
入
費
用
の
一
部

に
つ
い
て
助
成
金
を
交
付
し
て
い

業
務
用
エ
ア
コ
ン
・
冷
凍

冷
蔵
機
器
の
廃
棄
に
は
、

フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
必
要

　

業
務
用
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
捨

て
る
際
に
は
、
フ
ロ

ン
排
出
抑
制
法
に
基

づ
き
、
フ
ロ
ン
類
充

塡て
ん

回
収
業
者
に
フ
ロ
ン
類
の
回

収
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
フ

ロ
ン
類
の
未
回
収
に
は
、
50
万

円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。

問
府
産
業
廃
棄
物
指
導
課
〔
☎

０
６（
６
２
１
０
）９
５
７
０
〕

大阪エコ農産物認証制度
の申請を受け付け

　

大
阪
エ
コ
農
産
物
と
は
、次
の
①

〜
③
の
条
件
を
満
た
し
、大
阪
府
知

事
が
認
証
し
た
農
産
物
の
こ
と
で
す
。

①
府
が
作
物
ご
と
に
定
め
た
農
薬

使
用
回
数
を
超
え
て
い
な
い

②
府
が
作
物
ご
と
に
定
め
た
化
学

肥
料
使
用
量
を
超
え
て
い
な
い

③
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
で
な
い

　

対
象
と
な
る
農
産
物
は
、市
内
で

生
産
さ
れ
る
米
、
大
豆
、
野
菜
、
果

樹
、
花か

卉き

（
観
賞
用
植
物
）
の
う
ち
、

府
が
定
め
る
品
目
で
、
１
作
物
・
１

区
画
当
た
り
１
ａ
（
ア
ー
ル
）
以
上

の
栽
培
面
積
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間　

令
和
６
年
１
月
４
日

㈭
〜
22
日
㈪
に
、
農
と
み
ど
り
推

進
課
へ

※
栽
培
に
関
す
る
農
薬
、肥
料
、農

地
面
積
、地
番
な
ど
を
確
認
で
き
る

資
料
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
今
回
申
請
で
き
る
の
は
、
申
請

日
以
降
に
栽
培
を
開
始
し
、
令
和

６
年
４
月
１
日
㈪
以
降
に
収
穫
す

る
農
産
物
で
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
年
に
２
回
申
請
期
間
が
あ
り
、

令
和
６
年
７
月
に
も
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

問
南
河
内
農
と
緑
の
総
合
事
務
所

農
の
普
及
課
〔
☎
（25）
１
１
３
１
〕、

農
と
み
ど
り
推
進
課（
内
線
４
４
６
）

　

本
市
で
は
、
府
と
連
携
し
て
大

阪
エ
コ
農
産
物
認
証
制
度
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

同
制
度
で
は
、
農
薬
と
化
学
肥

料
の
使
用
量
を
慣
行
栽
培
の
５
割

以
下
に
削
減
し
て
栽
培
さ
れ
た
農

産
物
を
「
大
阪
エ
コ
農
産
物
」
と

し
て
認
証
し
て
い
ま
す
。

　

認
証
を
受
け
た
農
産
物
に
は
、

認
証
マ
ー
ク
を
出
荷
容
器
や
包
装

物
、
ま
た
は
直
接
表
示
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
栽
培
者
は
、
こ

れ
を
活
用
し
て
農
産
物
の
商
品
価

値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
す
。

対
象
者　

次
の
①
②
全
て
に
該
当

す
る
人

①
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

②
が
ん
治
療
に
伴
い
、
脱
毛
ま

た
は
乳
房
を
切
除
し
、
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
お
よ
び
乳
房
補
正
具
を

電気火災に注意！

　空気が乾燥し、寒さが厳しくなる季節になり、全国的に電
気ストーブや電子レンジを出火原因とする火災が増加してい
ます。次の点に注意しましょう。
●電気ストーブを使用するときの注意
・外出するときや寝る前には必ず消す
・燃えやすいものは近くに置かない
・ストーブの上に洗濯物を干さない
・使わないときは電源プラグをコンセントから抜く
・電源プラグやコードが傷んでいたら使用しない
●電子レンジを使用するときの注意
・庫内の汚れは小まめに掃除する　・食品を加熱しすぎない
・電子レンジの周囲には可燃物を置かない
※庫内から火が出た場合は、扉を開けずに電源を遮断する。
慌てずに庫内の様子を確認し、火が消えなければ扉を閉めた
まま消火器などの消火器具を準備する。
問市消防本部予防課〔☎ (23)1124〕

活
用
し
て
い
る
こ
と

助
成
対
象　

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
お

よ
び
乳
房
補
正
具
（
各
一
生
涯
１

回
限
り
）

助
成
額　

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
、お
よ

び
乳
房
補
正
具
購
入
額
の
２
分
の

１
の
額
で
、そ
れ
ぞ
れ
上
限
２
万
円

申
請
期
限　

購
入
し
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
健
康
づ
く
り
推

進
課
の
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー〔
☎
（28）
５
５
２
０
〕
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令
和
６
年
度

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

 

公
立
保
育
園
の
保
育
士
、 

 

調
理
員

業
務
内
容　

①
保
育
業
務
、
②
時

間
外
保
育
業
務
、
③
調
理
業
務　

※
勤
務
日
や
勤
務
地
な
ど
詳
し
く

は
、
実
施
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格　

①
②
保
育
士
資
格

（
府
地
域
限
定
保
育
士
を
含
む
）を

有
す
る
人
、ま
た
は
令
和
６
年
３
月

31
日
㈰
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み

の
人
、
③
調
理
師
資
格
を
有
す
る

人
、
ま
た
は
令
和
６
年
３
月
31
日

㈰
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人

採
用
人
数　

①
７
人
程
度
、
②
11

人
程
度
、
③
２
人
程
度

試
験
日　

い
ず
れ
も
令
和
６
年
１

月
28
日
㈰

試
験
内
容　

い
ず
れ
も
書
類
審
査
、

面
接
試
験

※
面
接
時
間
・
場
所
に
つ
い
て
は
、

申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

任
用
期
間　

①
は
実
施
要
領
を
ご

覧
く
だ
さ
い
、
②
③
は
令
和
６
年

４
月
１
日
㈪
〜
７
年
３
月
31
日
㈪

※
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
勤
務
成

績
な
ど
に
よ
り
再
度
の
任
用
の
手

続
き
が
可
能
で
す
。

合
格
発
表　

い
ず
れ
も
令
和
６
年

２
月
中
旬
ま
で
に
本
人
へ
通
知

申
し
込
み　

い
ず
れ
も
12
月
1
日

㈮
〜
令
和
６
年
１
月
24
日
㈬（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
）

に
、所
定
の
申
込
書
に
写
真
を
貼
っ

て
必
要
事
項
を
記
入
し
、
資
格
証

の
写
し
を
添
え
て
、
こ
ど
も
未
来

室（
内
線
２
８
１
）へ（
郵
送
不
可
）

※
申
込
書
、
実
施
要
領
は
、
こ
ど

も
未
来
室
で
配
布
。
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（
こ
ど
も
未
来
室
の
ペ
ー
ジ
）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。  

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

勤
務
日　

月
〜
土
曜
日
の
う
ち
週

５
日
勤
務
（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
週
６
日
勤
務
の
場
合
あ
り
）

業
務
内
容　
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
業
務

受
験
資
格　

次
の
①
〜
④
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

①
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
、

保
育
士
資
格
（
府
地
域
限
定
保
育

士
を
含
む
）、
社
会
福
祉
士
資
格
、

幼
稚
園
教
諭
免
許
、
小
・
中
学
校

教
諭
免
許
、
高
等
学
校
教
諭
免
許

の
い
ず
れ
か
を
有
す
る
人
、
ま
た

は
令
和
６
年
３
月
31
日
㈰
ま
で
に

資
格
取
得
見
込
み
の
人

②
高
等
学
校
卒
業
者
な
ど
で
あ
り
、

か
つ
２
年
以
上
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
な
ど
の
児
童
福
祉
事
業

に
従
事
し
た
こ
と
が
あ
る
人
、
ま

た
は
令
和
６
年
３
月
31
日
㈰
ま
で

に
従
事
見
込
み
の
人

③
５
年
以
上
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
に
従
事
し
た
こ
と
が
あ
る

人
、
ま
た
は
令
和
６
年
３
月
31
日

㈰
ま
で
に
従
事
見
込
み
の
人

④
大
学
な
ど（
専
門
職
大
学
の
前

期
課
程
を
修
了
し
た
者
を
含
む
）に

お
い
て
、
社
会
福
祉
学
、
心
理
学
、

教
育
学
、
社
会
学
、
芸
術
学
ま
た

は
体
育
学
な
ど
の
い
ず
れ
か
の
課

程
を
修
め
て
卒
業（
修
了
）し
た
人
、

ま
た
は
令
和
６
年
３
月
31
日
㈰
ま

で
に
卒
業（
修
了
）見
込
み
の
人

採
用
人
数　

２
人
程
度

試
験
日　

令
和
６
年
１
月
28
日
㈰

試
験
内
容　
書
類
審
査
、面
接
試
験

※
面
接
時
間
・
場
所
に
つ
い
て
は
、

申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

任
用
期
間　

令
和
６
年
４
月
１
日

㈪
〜
７
年
３
月
31
日
㈪

※
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
勤
務
成

績
な
ど
に
よ
り
再
度
の
任
用
の
手

続
き
が
可
能
で
す
。

合
格
発
表　

令
和
６
年
２
月
中
旬

ま
で
に
本
人
へ
通
知

申
し
込
み　

12
月
1
日
㈮
〜
令
和

６
年
１
月
24
日
㈬
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
30
分
）
に
、
所
定

の
申
込
書
に
写
真
を
貼
っ
て
必
要

事
項
を
記
入
し
、
資
格
証
の
写
し

を
添
え
て
、
こ
ど
も
未
来
室
（
内

線
２
８
２
）
へ
（
郵
送
不
可
）

※
申
込
書
、
実
施
要
領
は
、
こ
ど

も
未
来
室
で
配
布
。
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
こ
ど
も

未
来
室
の
ペ
ー
ジ
）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

 
児
童
館
教
育
指
導
員

受
験
資
格　

幼
稚
園
教
諭
免
許
、

小
・
中
学
校
教
諭
免
許
、高
等
学
校

教
諭
免
許
、
養
護
教
諭
免
許
、
保

育
士
資
格
（
府
地
域
限
定
保
育
士

資
格
を
含
む
）、社
会
福
祉
士
資
格
、

児
童
厚
生
指
導
員
資
格
（
２
級
以

上
）
を
有
す
る
人
な
ど

採
用
人
数　

３
人

試
験
日　

令
和
６
年
１
月
14
日
㈰
、

午
前
10
時
〜

※
集
合
時
間
は
申
し
込
み
時
に
通
知
。

試
験
内
容　

面
接
試
験

申
し
込
み　

12
月
11
日
㈪
〜
令
和

６
年
１
月
10
日
㈬（
日
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
30
分
）に
、
必
要

書
類
を
持
参
し
、
児
童
館〔
☎
（25）

０
６
６
６
〕へ
（
郵
送
不
可
）

※
申
込
書
、
実
施
要
領
は
、
児
童

館
で
配
布
。
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（
児
童
館
の
ペ
ー

ジ
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。
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住民基本台帳人口
（令和５.3.31現在) 歳出額 (A) 実質収支 人件費 (B) 人件費率 (B/A) 令和３年度の

人件費率 (参考 )
107,716 人 45,231,070千円 963,348 千円 8,110,113 千円 17.9% 17.3%

※人件費には、特別職に支給される給料または報酬などを含みます。

■人件費の状況（令和４年度普通会計決算）

区　分 経験年数 10～ 15年 経験年数 15～ 20年 経験年数 20～ 25年

一般行政職
大学卒 278,400 円 318,900 円 368,700 円
高校卒 245,800 円 299,500 円 346,000 円

■経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和５年４月１日現在）

一般行政職
大学卒 191,700 円
高校卒 158,900 円

■給料月額初任給の状況（令和５年４月１日現在）

一般行政職
平均給料月額 314,000 円
平均年齢 42 歳

■平均給料月額・平均年齢の状況（令和５年４月１日現在）

職員数(A)
（令和４.４.１現在)

給与費 一人当たりの
給与費 (B/A)給料 職員手当 期末・勤勉手当 合計 (B)

851 人 2,916,794千円 896,074 千円 1,214,005 千円 5,026,873 千円 5,907 千円
※職員手当には、退職手当を含みません。

■職員給与費の状況（令和４年度普通会計決算）

支給率 支給対象職員数 １人当たり平均支給額
６％ 934人 20,100 円

■地域手当の状況（令和５年４月）

区分 富田林市 国

扶
養
手
当

扶養親族のある職員に対して次の区
分により支給（月額）
・配偶者＝ 6,500 円※
・扶養親族１人につき
　（子）＝ 10,000 円
　（父母等）＝ 6,500 円※
・満 16歳の年度初めから満 22歳
の年度末までの子＝ 5,000 円加算
※行政職俸給表（一）８級以上職員
等の場合、支給額は 3,500 円。

扶養親族のある職員に対して次の区
分により支給（月額）
・配偶者＝ 6,500 円※
・扶養親族１人につき
　（子）＝ 10,000 円
　（父母等）＝ 6,500 円※
・満 16歳の年度初めから満 22歳
の年度末までの子＝ 5,000 円加算
※行政職俸給表（一）８級以上職員
等の場合、支給額は 3,500 円。

住
居
手
当

住居を賃借している職員に対して次
の区分により支給（月額）
・家賃が月額 23,000 円以下の場合
　＝家賃－ 12,000 円
・家賃が月額 23,000 円を超える場
合＝（家賃－23,000 円）×1/2
　　+11,000 円
※支給限度額 27,000 円。

住居を賃借している職員に対して次
の区分により支給（月額）
・家賃が月額 27,000 円以下の場合
　＝家賃－ 16,000 円
・家賃が月額 27,000 円を超える場
合＝（家賃－27,000 円）×1/2
　　+11,000 円
※支給限度額 28,000 円。

通
勤
手
当

〇交通機関を利用して運賃等を負担
している職員に対して支給（月額）
・１カ月当たりの運賃等相当額が
55,000 円まで全額支給
※通用期間６カ月の定期券の価格を
基礎に手当額を算出
〇交通用具等を利用している職員に
対して支給＝ 2,000 円～ 20,500 円

〇交通機関を利用して運賃等を負担
している職員に対して支給（月額）
・１カ月当たりの運賃等相当額が
55,000 円まで全額支給
※通用期間６カ月の定期券の価格を
基礎に手当額を算出
〇交通用具等を利用している職員に
対して支給＝ 2,000 円～ 31,600 円

■扶養・住居・通勤手当の支給割合（令和５年４月１日現在）

給与の状況

　職員の給与は、地方公務員法に定める給与決定の原則に基づ
き、生計費、国や他の地方公共団体の職員、民間事業の従事者
の給与などを参考にして定められています。
　また、給与の基本的な事項は、市議会の議決を経て、「一般職
の職員の給与に関する条例」「職員の退職手当に関する条例」な
どで定められています。

区　分 月額など 区　分 月額など

給　料

市　長※ 1 808,000 円

報　酬

議　長 700,000 円

副市長※2 756,000 円 副議長 650,000 円

教育長※2 666,000 円 議　員 610,000 円

※ 1　市長は、令和２年４月から、20%削減しています。
※ 2　副市長・教育長は、令和２年４月から、10％削減
しています。

区　分 期末手当 勤勉手当

期末・
勤勉手当

市　長
副市長
教育長

６月期 2.075 カ月分 －

12月期 2.075 カ月分 －

合計 4.15 カ月分 －

議　長
副議長
議　員

６月期 2.075 カ月分 －

12月期 2.075 カ月分 －

合計 4.15 カ月分 －

■特別職の給料などの状況（令和５年４月１日現在）

職
員
給
与
と
職
員
数
な
ど

職
員
の
給
与
や
職
員
数
、
勤
務
条
件
な
ど
を
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

※
条
例
に
基
づ
く
公
表
内
容
の
全
文
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
人
事
課
の
ペ
ー
ジ
）
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

問
人
事
課
（
内
線
３
２
３
）、　

政
策
推
進
課
（
内
線
５
１
４
）

令
和
４
年
度

区　分
富田林市 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期 1.2 カ月分
（0.675 カ月分）

1.0 カ月分
（0.475 カ月分）

1.2 カ月分
（0.675 カ月分）

1.0 カ月分
（0.475 カ月分）

12 月期 1.2 カ月分
（0.675 カ月分）

1.0 カ月分
（0.475 カ月分）

1.2 カ月分
（0.675 カ月分）

1.0 カ月分
（0.475 カ月分）

合　計 2.4 カ月分
（1.35 カ月分）

2.0 カ月分
（0.95 カ月分）

2.4 カ月分
（1.35 カ月分）

2.0 カ月分
（0.95 カ月分）

職制上の段階、職務の
等級による加算措置 あり あり

■期末・勤勉手当の支給割合（令和５年４月１日現在）

※（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。
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区　分 職員数 令和４年度と５年度の比較
部　門 ３年度 ４年度 ５年度 増員数 減員数 差し引き 主な増減の理由

一般行政部門

議　会 ６ ６ ６ 0 ０ ０

総　務 124 131 135 ６ ２ ４
（増）企画・行革部門の体制充実、広報部門（地方創生関連）の体制充実、
窓口部門の体制充実、万博協会への出向
（減）防災部門の出向解除、管財部門の体制見直し

税　務 42 42 39 ０ ３ ▲３ （減）税務部門の体制見直し・一部業務委託

民　生 244 244 256 12 0 12 （増）福祉事務所部門の体制充実、介護保険事業から福祉事務所部門への
事務移管

衛　生 57 60 57 ０ ３ ▲ 3 （減）保健センター・公害部門の体制見直し
農林水産 10 10 11 １ 0 １ （増）農業一般部門の体制充実
商工労働 ８ 7 7 0 ０ ０

土　木 49 49 49 １ １ 0 （増）土木部門の体制充実
（減）都市公園部門の体制見直し

小　計 540 549 560 20 9 11

特別行政部門
教　育 127 129 127 ０ 2 ▲ 2 （減）その他の社会教育部門の体制見直し、教育一般部門の体制見直し
消　防 163 163 164 1 ０ １ （増）防災部門の出向解除
小　計 290 292 291 １ ２ ▲１

普通会計合計 830 841 851 21 11 10

公営企業等

病　院 ０ ０ ０ ０ ０ ０

水　道 34 35 35 1 １ ０ （増）水道部門の体制充実
（減）水道部門の退職不補充

下水道 13 13 13 ０ ０ ０
その他 40 41 35 ０ ６ ▲６ （減）介護保険事業から福祉事務所部門への事務移管
小　計 87 89 83 １ ７ ▲６

総合計 917 930 934 22 18 ４

健
康
管
理
の
実
施

　

職
員
が
能
力
を
発
揮
し
、
職
務

を
迅
速
か
つ
的
確
に
遂
行
す
る
た

め
、
ま
た
、
日
頃
の
健
康
管
理
や

快
適
な
職
場
環
境
の
確
保
の
た
め
、

「
市
職
員
労
働
安
全
衛
生
管
理
規

程
」
な
ど
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

福
利
厚
生
の
状
況

　

地
方
公
共
団
体
は
、
地
方
公
務

員
法
に
よ
り
、
職
員
の
福
利
厚
生

を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
市
職

員
福
利
厚
生
会
に
お
い
て
、
福
利

厚
生
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※本表における「一般行政部門」は、国の統計による分類です。■部門別職員数および増減の状況（各年度４月１日現在）

事
業
内
容

・各種健康診断
・産業医による健康
相談
・ハラスメント・メ
ンタルヘルス相談
・メンタルヘルス研
修　

■健康管理の実施
　（令和４年度）

■福利厚生の実施
　（令和４年度）

職員数などの状況

区　分 標準的職務 職員数 構成比
１級 他の級に属さない職務 38人 8.4%

２級 知識または経験を必要とする業務を行う職員の
職務 67人 14.9%

３級 副主任 82人 18.2％
４級 係長・主査・主任 144人 32.0％
５級 課長代理・分署長代理・主幹 61人 13.6%
６級 課長・分署長・参事 37人 8.2%
７級 次長・次長代理・副署長 ９人 2.0%
８級 部長・消防長・理事・署長 12人 2.7%

合　計 450 人 100%

■一般行政職の級別職員数（普通会計）（令和５年４月１日現在）

名称・内容 講座数 受講者数
《市単独集合研修》
基本研修（新規採用職員研修、職階別研修ほか） 20件 866人

《講習会・説明会》講習会・説明会 0件 0人
《研修生・実習生受け入れ》
フィールドワーク、OB・OG訪問 1件 ３人

《共同研修》中部都市研修協議会主催研修 ９件 90人
《派遣研修》マッセOSAKA主催研修 29件 45人
《派遣研修》その他 14件 21人

■研修の状況（令和４年度）

採用（令和５年４月１日） 退職（令和４年度中）
28 人 23人

■採用および退職の状況

本庁勤務の一般職員 月～金曜日（休日は除く）
勤務時間：午前９時～午後５時30分（うち休憩時間45分）

■勤務時間の状況（令和５年４月１日現在）

処分の種類 処分者数

分限処分

免　職
休　職 9 人
降　任
降　給

懲戒処分

免　職
停　職
減　給 １人
戒　告

■分限・懲戒処分の状況（令和４年度）

個人
掛け金 800円（月額）

市補助金 670円（月額）

主な
事業内容

・生活資金貸付
・人間ドック補助金
など

　職員定数は「職員定数条例」の範囲内で配置しています。組織体制の
見直しを行い、厳しい財政状況に対応するため適正な職員配置に努めて
います。
　また、地方公務員法の規定に基づき、職務遂行能力の向上を図ること
などを目的として、毎年職員研修を実施しています。

区　分
育児休業関係 介護休暇

取得者数育児休業
取得者数

部分休業
取得者数

うち両休業
取得者数

男性職員 ６ ０ ０ ０
女性職員 13 ４ １ ０
合　計 19 ４ １ ０

■育児休暇等の状況（令和４年度）
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